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解答・解説　つばめの す（1年・せつめい文）

問1　ア
もん

いえの やねの はしが 出て いる ところの、下の ばしょの ことです。
で した

問2　ウ
もん

二つ目の だんらくに「どろと かれ草を 口で はこびます」と かいて あります。
ふた め くさ くち

問3　大きな 口を あけて
もん おお くち

四つ目の だんらくに「ひなは、大きな 口を あけて、えさを まちます」と かいて あります。
よっ め おお くち

問4　（れい）からすや へびが ちかづきにくいから。
もん

三つ目の だんらくに「からすや へびが ちかづきにくいからです」と かいて あります。からすや へびが ちかづきにくい ことが かけて いれば ○です。
みっ め
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